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　平成10年は幌延町開基100年の節目の年でした。この月の広報誌では、開基100年記念事業として、
町内の中学生９名と随行者９名の計18名が８月４日から９日までの行程で、ロシアのサハリン州トロイ
ツコエ村を訪問したことについて掲載されています。
　記事内では異国情緒な写真とともに、稚内からサハリン州の港までの６時間半の船旅の中でイルカや
アザラシを見ることができたこと、現地に到着して数日は停電で大変だったこと、参加した子どもたちが、
トロイツコエ村の孤児院や学校でダンスや会
話を通してロシアの子どもたちと交流を深め
ていたことなどについてつづられています。

広報誌で振り返る「平成」の幌延町広報誌で振り返る「平成」の幌延町
改元記念特集改元記念特集
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［こんなことが掲載されました］
　サハリン見て、聞いて　－子供たちの熱い夏休み－

▲表紙は「新しくなった『ど真ん中踊り』の行進」でした。

公募で決定した開基100年記念
のシンボルマークとキャッチフ
レーズが掲載されています。
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